
託児あり 

    

平成 29年度郡山市男女共同参画推進週間 市民自主企画 

「性犯罪被害者に 

寄りそうために」 

講 師：小林美佳さん 

  東京都出身。2000年8月性犯罪事件に巻き込まれる。    

る      その経験を踏まえ、現在は会社員のかたわら、被害                                                 

当事者との交流や講演活動などを行っている。 

         著書 「性犯罪被害にあうということ」（2008年） 

                 「性犯罪被害とたたかうということ」（2010年）      

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

企画団体：ＮＰＯ法人ウィメンズスペースふくしま 

  主  催：郡山市 

：郡山市男女共同参画センター（公益財団法人郡山市文化・学び振興公社） 
 

 

参加者氏名 
 

性別・年齢 
 

女 ・ 男        歳 

連 絡 先 

TEL ・FAX ・メールアドレス ＜いずれか＞ 

託児申込書 ＜生後 6 ヶ月～就学前までのお子さん 先着順 定員 15 名＞ 

★お子さんのお昼寝用のブランケット・バスタオル等をご持参ください。 

お子さんの名前 

ふりがな（      ） （ 女 ・ 男 ） 

            （  歳 ヵ月） お子さんの名前 

ふりがな（      ）（ 女 ・ 男 ） 

           （  歳 ヵ月） 

セミナー参加・託児申込書 TEL&FAX 024-953-6255＜ウィメンズスペースふくしま＞ 

  

 

2017 年 

6 月 24 日（土） 
13：30～15：30 

参加費無料 

会 場：さんかくプラザ（郡山市男女共同参画センター）1F 研修室 

     〒963-8876 郡山市麓山二丁目 9-1  

定 員：3０名 （どなたでも） 

託 児：無 料  

申込先：ＮＰＯ法人ウィメンズスペースふくしま 

申込方法：FAX またはお電話でお申込みください。 

 

性犯罪被害にあったことを打ち明けられたら、あなたはどんな言葉をかけるでしょうか。 

「早く忘れなさい。」「誰にも言ってはいけないよ。」「何で嫌だと言わなかったの？」 

これらはすべて被害者に自責感を抱かせ、孤立へと追い込む言葉です。恥ずかしいこと、

人に知られてはいけないという社会の偏見や無理解が被害を見えにくくしていきます。 

被害当事者の声に耳を傾け、求められる姿勢や支援とは何かを考えていきましょう。 

 

 

 

当事者の声に耳を傾け、求められる支援について考えていきましょう。 

 

 
 


